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到津の森公園のライオン（名前：ライ）の死亡について 
 

 

 到津の森公園のライオン（名前：ライ）が７月２１日（日）の早

朝に死亡しました。 

 これまで「ライ」を」応援してくださった多くの皆様に、心から

感謝し、お知らせいたします。 

 （詳細は、別紙「到津の森公園 ライオン（名前：ライ）の死亡

について」のとおりです。 
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2024/7/22  到津の森公園 

ライは、2024年 5月17日頃から食欲の低下が現れ不安定な状態となりました。 

5月２２日に検査を行った結果、腹腔内に腫瘤と貧血があることがわかり、 

一般公開を見合わせバックヤードで過ごしながら 

病状に併せて疼痛管理などの緩和ケアを行っていましたが、 

7月 21日（日）の早朝に死亡しました。 

死因については現在精査中の為、後日当園HPのブログ等でご報告致します。 

 

 

  

 

  

  

 

         

到津の森公園で飼育していたライオンの「ライ」（メス・14歳）が、 

2024年（令和6年）7月21日（日）に死亡しましたので、ご報告いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

   

 

 

 

  

  

 

 

 

 
 

 

     

    

   

                  

 

【問合わせ】 

到津の森公園 髙橋・吉森 TEL（093）651-1895 

※火曜日は休園日です。休園日のご連絡は、093-651-1891まで。  

【ライについて】 

2011年6月7日に宮崎市フェニックス自然動物園

から2歳の時に来園。来園後はオスのキング 

（2018年 11月没）と仲睦まじい姿を見せてくれ、 

２頭の間に「チャチャ丸」（オス）が誕生しました。

キング亡き後は、オスのリアンと共に過ごし、 

いくつになってもおてんばな性格で多くの方から 

愛されていました。これまで「ライ」を応援してくだ

さった多くの皆様に、心からお礼を申し上げます。 

 

【死亡した動物】 

種 類：ライオン 

個体名：ライ 

性 別：メス 

生年月日：2010年 3月 29日（死亡時14歳） 

（※ライオンの飼育下での平均寿命は15～20歳） 

出生地：宮崎市フェニックス自然動物園（宮崎県宮崎市） 

    （父：スタン 母：フーリ） 


